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Ⅰ はじめに
(1)研究の目的と方法
福原は,12世紀末に平清盛の主導で造成された都である｡その場所は現在の神戸市中央区から兵庫
区 ･長田区･須磨区 ･北区の一部にまで及んでいたとみられ.当時の貿易港であった大給田泊を見下
ろす位置にあった｡1180年6月には京都から安徳天皇らの行幸が行われたが､都造りは頓挫し､半年
で平安京に退部した｡しかも後に､福原の建造物は平家自らの手によって全て焼き払われた｡このた
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め､都市としての福原の姿を詳細に再現することは難しいが､発掘調査や文献から､ある程度の推測
がなされている｡
本研究の目的は､かって福原に遺骨された主要な建造物のうち安徳天皇新内基について､風水の考
え方をもとに､その位置を推定することである｡
研究の方法としては､これまでの発掘調査番の分析や文番資料の読解 ･分析とともに､地形の検討
や地形図の読解を行い､さらに筆者独自の方法として風水思想のうちの ｢陰陽五行思想｣に基づく分
析を行った｡
平安時代は､風水思想のなかでも呪術的要素の強い陰陽五行思想が陰陽道として取り込まれた時代
であり､安徳天皇新内衣に関しても当然､風水的呪術が施されていたと思われるOそこで､陰陽五行
思想に基づいた分析を行えば､新内薬の位置も推測されると考えた.さらに,この方法を用いれば､清
盛によって勧請されたとされる神社の位置関係についても推測が可能になると思われるC
(2)既往の研究と本研究の意義
2003年12月､神戸大学医学部付属病院構内において立体駐車場建設に伴い､兵庫県教育委員会によ
る塩蔵文化財調査が行われた｡それによると､福原京関連と思われる平家一門の屋敷の一部とそれを
取り囲む二重壕や掘立柱跡と思われる過物が､清盛の弟親盛邸と推定される荒田町周辺から発掘され
たL)｡この発掘調査結果と古文番解読2)などによって､発据地点が安徳天皇の新内轟ではないかと話速
を呼んだoLかし､頼盛邸とも､新内薮とも断定できる確実たる逝物は末だ発見されていない｡筆者
は本研究で､新たに風水思想のうちの陰陽五行思想の呪術方法によって新内轟の位置を推測すること
は､方法のオリジナルな点と､推定されている新内典の位置の特定に有力な根拠を与える点で意義あ
るものと考える｡
調査地としては､北区LJEI町から兵庫区.中央区北野町､中央区中Lr手通りまでの地域 (図1)であ
る｡
137 (%)
r品目山大学大学院社会文化科学研究科紀要q.29号 (20103)
iAJiLll
q7
中央区
｣と事FJ･講Ml什
(97) 136
長田区
兼川八地神fr
O 2km
｣.一･.]
図 1調査地域の概要
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Ⅱ 舌代の天文思想
日) 古代中国の天文思想
r史記｣｢天官替｣によれば､天文観測により､北極を中心とする北天を中宮とし､中宮の周囲を東
西南北の4つの宮に分け赤道に沿って二十八宿を七宿ずつに分けた｡東方 (東宮)にある角.克､氏､
房､心､尾､箕の星宿群を結ぶと龍の形に見えることから蒼龍とし､西方(西宮)にある重,姿､臥
昂､峯､野､参の星楕群を結ぶと虎の形に見えることから白虎.南方(南宮)の井､鬼､柳､星､張､
艶､珍の星宿群が鳳風の形に見えることから朱雀､北方 (北宮)の斗､牛､女､虚､危､室､壁が蛇
と私の合体した形とし玄武とした3㌧ これを四神と呼び､天空の守り神とされた｡中宮は紫微官とも
いい､天皇 (天皇大帝)とその家族､及びそれを守る重臣たちの星で構成されており､その東西南北
を四神が守り囲んでいる形となっている (tg]2)oこの天空の配置をもとに､地上における宮室が天空
における北極星の位置とされ.その宮室の前後左右にある山や丘陵が地形に合わせて対称になってい
ると､天空の四神になぞらえ四神相応に適った土地とされた｡
(2)平安時代の天文思想
r日本沓紀 巻二十二Jによれば､推古朝10年(602)に､百済僧観勤により天文地理､遁甲方術など
の沓物が我が国にもたらされたo
r続日本紀 巻二十Jには､孝謙天皇､天平宝字元年(757)十一月の条に､天文生は r史記｣｢天官
こうてし さんさ
番｣､r漠番｣｢天文志｣､r三色称賛｣､r韓楊要剃 ､陰陽生は､｢簡易｣r新撰陰陽沓J､r黄帝金匿｣r五
r_いえん Ll●lひ
行大義｣､暦盈生は r供昏｣｢律暦志｣､r晋昏｣｢律暦志｣､r大術暦讃J､｢同牌Jr定天論｣などが必読
し●うひ
中とすることがあげられているI)｡そのなかで､r周剛 は天文を観察し､方位などを定める測丑に関
する技術智で､これが首都造営の方位を決める上で重要となったと考えられるo
平安期(794-1185)においでは､律令B]家によって作られた政府債関の八省のなかの中務省に､陰
暢寮が置かれていた｡陰陽寮は陰陽道 ･暦道 ･天文道に分けられており､それぞれ専門の技術人がお
かれていた｡陰陽道には､ものごとを推し､吉凶を判断する陰陽博士､陰陽師､そしてそれを学ぶ陰
陽生がいた｡天文道には天文博士とそれを学ぶ天文生がおり,同じく暦道には､暦博士と暦生がいたO
こlていきんき
陰陽生 ･天文生 ･暦生は､いずれもが古代中国より導入された周易､新撰陰陽替､黄帯金匿などを教
科智として学んだ.天文博士は天文を観察し星の異常を発見すると天皇に密奏5)することが仕事で
あった.天文博士の密奏の内容は､天皇の前で異象を伝えたあと､その具象の意味を r史記J｢天官
普｣,r漢割 ,r晋昏｣などの天文志の文を引用して述へることにあった｡
村上天皇の時代 (在位946-967)に陰陽道､天文､暦術にも禰通した賀茂保憲は､実子の光栄には
暦道を､門下生の安倍晴明には天文道を伝えた｡このとき以来,賀茂家は代々暦術を伝え､安倍家は
後世では土御門家と称するようになり代々天文を伝えるようになった｡平安末期には､陰陽頭が天文
博士を兼任しており､安倍家の子孫である安倍 (土御門)案親が活躍していたO案親は鬼神に通じて
いると恐れられるほど天文術に精通しており､多数の天文異臭を観測し､よく当たると評判であった
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ようである｡
第二次世界大戦で焼失したが､この土御門家には､製作年代は不明なものの､平安中期には､すで
に存在しており天文観察の参考にしていたと思われる特別な観測用の星図である r格子月進図｣が保
有されていた｡
図2 蘇41天文図
『中国古典文学全集4 史記上』 野口定男他訳,1958 巻末折り込み
ET 福原への遷都と荒田
(1)福原への遷都
治承4年 (1180)6月､平清盛は孫である安替天皇一行を引き連れ､京都平安京を#れ神戸福原の
地に遷都を行った｡これが､後の福原遷都と呼ばれるものである｡
平清盛は､遷都の12年程前からすでに福原において隠居生活を行っており､この他は清盛主導によっ
て道成された平家一族の都となっていた｡その場所は現在の神戸市中央区から兵庫区 ･長田区 .須磨
区 ･北区の一部にまで及んでいたとみられる｡しかし､遷都時､安徳天皇の住まいとなる内装はまだ
建造されておらず､新内轟が完成するまでの約5カ月間､天皇は油盛邸内を仮の皇居 (内炎)として
いたC治承4年11月llElに､天皇は､完成した新内森において五節6)を挙行するために渡御している.
清盛は､遷都を行う12年前からすでに遷都計画をしていたものと考える｡なぜなら､清盛は仁安2
辛(1167)に武士出身では初めての太政大臣という地位を持たにも関わらず,わずか1年足らずで辞任
つ～のえL】
の後,仁安3年(1168)に出家し､福原への別邸生活へ入っている｡この1168年は戊子､いわゆる子年
J･nLn
である｡さらに､その12年後の福原遷都の治奉4年(1180)は慶子であり､これも同じく子年である.
(99) 134
神戸福娘における安態天皇.軒内水の位匠についでの考群 FI筏 とも子
吉野(2007)71は ｢子｣という字は (おわり)｢了｣と くはじめ)｢-｣とを合した字であり､ものの ｢終
始｣のところとは中枢であり中心であると説いている｡
また子の月は冬至でもある｡易において冬至の日は一陽来復の時であり､甫物を生み出す始点とみ
られている｡
清盛は ｢子｣を意識し､治暴4年-の遷都を日原に仁安3年に事始めをし､計画性をもって福原-
の遷都がされたと考える｡暴安元年(1171)には､姐の哲子が入内して女御となり､泉安二年､高倉天
皇の中宮となっている｡時に高倉天皇は11歳､徳子は16歳であった｡そして､7年後の治桑元年(1178)
11月12E]には言仁親王 (後の安徳天皇)が草生している｡
神戸市兵庫区荒田町にある荒E]八挿神社の境内には ｢安徳天皇安在所｣と書かれた碑が置かれてお
り,古文書や発掘調査を基に､安徳天皇の一時的な内轟が置かれたと考えられている｡この荒田八幡
神社を含む周辺は高台となっており､清盛の弟である平頼盛邸があったところである｡この頼盛邸の
一部を改装し､新内義が遣られたと伝えられている｡
この新内薮は､それに伴う土地の碁盤の臼状の区画剖 (粂妨)などと共に､現在この他に残ってい
る道路網や神社配置を見る限りにおいて､大内義の配置プランはほほ完成していたものと思われる｡
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図3 荒田町周辺の地形 (曽我 r修士論文｣2007)
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(2) 荒田町周辺の地形
風水思想では､三方に山､南に水という環境が四神相応に適った地とされ､我が国において都を遭
地する際の基準とされた｡それを基本的な条件とすると,福原は.風水思想に基づいて築かれた都市
である｡すなわち､北東には玄武となる六甲山系.北西には丹生山系が連なり.西には白虎となる丸
山､東には蒼龍となる諏訪山が位置している｡そして､龍脆となる天王谷川と石井川 (鳥庶川)が都
城を取りEElむように流れた後に藤川で合涼し､朱雀とみなされる兵庫港に猛れる｡さらに湊川を挟ん
で､東には大倉山と海洋気象台がある2つの孤立丘陵がある｡一方､西側には大阪層群からなる会下
山丘陵が広がっている｡また六甲山の山ろく部に発達する扇状地と､会下山断層を挟んで南側に発達
する荒田扇状地が認められる｡山ろくの扇状地は､奥平野では､標高60m以下に発達し,堆柄物は15
m以上の環層からなる｡また荒田扇状地は.荒由町では標高20mから10mにかけて発達しており､そ
の勾配は急で､福原町の水木通付近で沖柿屑下に埋没している｡その中で.安徳天皇の一時的な内薬
が置かれたといわれる荒田町付近は更新世の扇状地上にあり､洪水被害を受けにくい場所であること
がわかる｡(図3)
Ⅳ 神社配3Eから見た2つのライン
(1)西北よりのびる撃なるライン
酒盛は､福原への避都の際に､厳島神社や紀州梢野神社など､崇敬する数々の神社を勧純している｡
それに関逃して注目すへきなのが､丹生山から七宮神社までのびるラインである｡その線には丹生山
を起点に菊水山一大山咋神社一荒田八幡神社を通り七官神社へと続く｡ラインの基点となる丹生山に
は､酒盛が都幼護のために絶ったとされる山王権現 (現 丹生神社)があり､ライン上にある大山咋神
社は､酒盛が都の守護に山王権現を紀ったとされる神社で､現荒田八幡神社は清盛の弟頼盛邸跡とい
われ､当時は熊野権現を配っていた｡七宮神社は､わずかに線上より西に位置するが.清盛が経ケ島
を築く際に成功を祈って再建した神社とされている8㌧
｢丹生山は旧称を ｢にふきん｣といい､神戸市北区希釈山地の西吾郎こある標高515mの菰紋岩からな
る山である (r角川El本地名大辞典 (28 兵庫県)j)｣｡丹生山について記した ｢西摂大兵別 ')には.｢平
清盛､都を福原に遷すに昏り､丹生山を京師の比叡山に擬せしものの如し､敬山にも束麓にEl吉山王
権現あり､此丹生山も亦山王を以て鋲守となす｣とあり.清盛は,福原に遷都するにあたり､部の穀
護として京都の比畝山になぞらえ､比叡山の兼にある山王権現をieったとされる｡丹生山山頂にある
丹生神社 (旧明要寺)は､清盛が山王権現を配り､月に一皮の月参りをしたといわれている｡r丹生山
縁起Jによれば､｢欽明天皇3年百済国豊明王太子重男行者がこの山に明要寺を開山したとあり､わが
国仏教発祥の地とされるOまた正応2年一遍上人の高弟他阿英数が時宗を再興した地でもある｡｣とさ
れ､また明要寺に関しては､｢古代から中世にかけ盛大を極め､丹生山田荘の信仰の中心であったが.
天正年間の三木城攻めで焼かれたo明治の廃仏吸釈で廃寺になり､現在は頂上に明要寺の鋲守であっ
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た山王社が丹生神社として残っている｡｣と記されている｡
このほか ｢西摂大観｣によると ｢r播磨国風土記｣ 10)逸文には､神功皇后の時､この赤土を武具甲田
刀剣船衣装に塗ると必勝するとのことで､丹土を出土した土地との伝承がある｡｣ことが､山名の由来
となっているO丹生山に分布する流紋岩が風化してできた赤土は､当時や重な存在だったことがわか
る｡この r丹生｣という神豊を意味する山名は､新都を建設しようとした酒盛にとって大切な意味を
持つ山であったろうと思われるO
明要寺は､当時は広大な寺社域を持っていたことが､神戸市立博物館に展示されている ｢丹生山絵
図｣からも推測することができる｡
このような背景によって､平治盛は福原の都の銑護のために京都の比叡山になぞらえ､日吉山王権
現を丹生山に紀ったとされる｡山王権現である大山咋神は､その名の通り大山に居座った神を指し､清
盛は丹生山を ｢神の山｣として神聖視していたと思われる｡
らカ,J)'1′･のくl: ひえのや7
京都日吉大社の由緒によれば r古事記上巻Jに ｢此の神は近淡海国の日枝山に坐す｣と記載されて
いるように.神代の昔より比駁山に鍛座する地主神である｡御神名の ｢タイ｣というのは､山の樹木
やその虎の田畑の五穀をグイグイと伸ばし育てる御神徳を指したもので､その両親の神が大年の神(棉
の神)と水の神であることから五穀豊穣として広く信仰されているO｣とあるoこのように､大山咋神
は比叡山に稚られた五穀豊穣の神でもあるOそして福原の都からみて､丹生山が位置する西北方位は､
陰陽五行思想では天を表し､神聖視される方位である｡西北は八卦")の ｢乾｣にあたり ｢乾｣は ｢陽｣
の気の集まった澱も純粋な ｢陽｣であり､ために西北は万物を生み出す光の元でもある ｢天｣を象徴
する方角である｡
平安京の場合､西北に位'Bする神仙の地と考えられたのは愛宕山であったOそのことを基付けるこ
ととして､愛宕山にある神護寺において.天皇の身を守るとされる宝剣を鋳造したとされる.また､こ
の時代の朝鮮半島は高麗王朝である｡その都である開京の宮城は西北に位置し､神の山と神聖視され
る松岳山を主山としている.これらも西北方位の重要性を示す例である｡
以上のことから清盛は､都から西北に位置する丹生山を神聖な山と意識し､山の王であり､豊穣神
でもある大山咋神を絶ったと推測されるO
(2) 東北よりのびる鬼門ライン
清盛は､都の鬼門よけに京都の北野天満宮を勧請したとされるQそれが神戸中央区北野町にある北
野天満神社で､北野という地名の由来となったといわれる神社であるo福原遷都の10数年前にはすで
に丹生山には明要寺が存在していたが､北野天満神社は新都建設時に､位置を定めて建立されたもの
と思われる｡r西摂大観｣には次のように記されているQ
｢昔社は福原遷都の際平清盛の建立にして､五候大納言邦細卿の勧請せしものにて､同時に社傍の一
村を名づけて北野村と呼ばしめ､山城国北野の天満宮に擬せしとかや - ･｣(仲1965)
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また ｢神戸神社史誌Jでは､｢高倉天皇の治承四年平清盛遷都の鮭菅をなし大内薬を福原の地に造営
せんとするや五催大納言邦網に命じ内奥鬼門の鎖護として洞徳山南麓に社殿を建て山城igl北野天満宮
を物言市し恰信海をして別首たらしめ地名を北野と改構す｣とある｡遷都の際､清盛が禁裡守護 ･鬼門
銑護の神として､京都の北野天満宮を勧請して紀り､地名を北野としたことがわかる｡五催大納言藤
原邦網とは､清盛の良き友であり新内轟遺骨の辞任者でもあった人物である｡この北野天満神社と宇
治野山にある熊野神社を結び伸ばした線の横には諏訪山､線上には宇治野山､大倉山がある｡この宇
治野山には､五億大納言邦網邸があったことが当時の公家の日記 ｢書記112)に記されており ｢宇治新
卒｣と呼ばれていた｡
上述したように､清盛は自身の崇敬する神社を数多く福原-勧請しているが､北東の鬼門軌護とし
て北野天神を勤続したのは何故であろうか｡以下にそれを考察する｡
まず,北野天神信仰における牛の重要性について述べなくてはいけない｡白川(1985)は､｢牛は古
代において犠牲の庇も重要なものとされ､それは農耕儀礼のうちにのちまでも伝承された｡[礼記､月
札]に､立春の日の儀礼をしるしており､[後浜督､礼儀志]に､当時実際に行なわれていたその儀礼
のようすを詳しくしるしている｡そのとき宮廷では､京師の百官はみな菅衣を著けて参列し､郡国の
さく
参加者はみな背位をつけ､背幡を立てて ｢土牛を施す｣ことをした｡古儀では､土中より牛形のもの
を掘り出して､呑気の回復するしるLとした｡この依礼はのち春年会とよばれ､土牛を出す故事を民
芸化して,春祭の行事となった｡わが国の北野信仰も､春雷とともに土牛を出す民俗として行われて
いた春耕の儀礼が､のち天神信仰と融合したものといわれる｡｣(r字統｣)】3)と記している｡上記から
も見られるように､牛は土気の生き物であり､その牛を施し祭ることにより､寒い冬から暖かい春に
季節を促す役Elを担うOこの土気は冬から春だけでなく4つの季節の節におかれる.季節と季節の間
に土気の季節がはいることにより､次の季節へ順当に移ることができる｡これがいわゆる土用といわ
れるものである｡土用の季節がなければ､季節は順当に巡ることができないO順当に巡ることができ
なければ､生存する上で重要とされる作物も実ることができない｡また､季節が順当に巡ることは､政
治の行ないがうまくゆき､世の中がうまく巡るときれた｡これは政治を行う天皇の存続を意味する｡こ
のことから清盛は､安徳天皇の存続を願い,牛を重要視する北野天神億伸を北東の守護としたと推測
する｡
上述したように､清盛が都の鬼門幼護として忠いたとされる北野天満神社は福原の都の東北方位
(良)の位置に置かれている｡神紋は一夜にして千本松になったとされる松 (三段松)､神億は道央が
可愛がったとされる牛である｡於は常緑樹として冬も緑の薬を茂らせることから､若さ･不老長寿の
象徴とされる｡｢松｣はその手を紐解けば､公は古宇では八白の組み合わせであり､それに木を添えて
｢八白の木｣となる川｡
神使いときれる牛は､五行では土気の生き物であり､九星で表せば ｢牛=土星 (土気)｣となる｡
この松と牛を合わせると､｢栓=八白｣｢牛=土星｣で ｢八白土星｣となる｡九星の示す八白土星の
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方角は丑寅である｡北野天満神社の神紋の松は丑寅を象徴とする木と捉えられている｡
Ⅴ 神社配置から見た新内裏の位置
(1)2つのラインの交差地点
前車で述べたように､丹生山から荒田町にある荒田八幡神社を通して引かれた西北ラインには､菊
水山と大山咋神社が､その線上にのり､括盛の邸宅と考えられた雪御所町を通りぬけ大篇田泊にあっ
た七宮神社に行きつく｡北野天満神社から荒田八幡神社まで引いた線上には､熊野神社 (宇治野山)
と大倉山が線上にのるoこの東北ラインと,西北ラインの交差する荒田八幡神社の地点が新内薬の置
かれたところと推定する｡
古代中国では､天球において動かない北極星が天の中心とみなされ,北極星の位WtELする中央を宮室
(天帝の住まい)とし､東西南北に位置する二十八宿は東宮 (君寵)､北官 (玄武),西宮 (白虎)､南
宮 (朱雀)の四方に七宿ずつ分けられたO帽唐長安城は､円い天の中心と四角い地の中心の交差する
点に天子が住む紫寝殿が立地していると観念されていた.El本の場合､古代中国より導入された天文
思想により､平安京は､北の玄武には､船岡山があり､南の朱雀には甘商備山､東の君寵には､東山,
西の白虎には西山があり､この東西軸と南北軸の交差点が大榛殿であることが確認されている｡また､
朱雀は大きな水 (港 .潤 .河)を指すこともあり､平安京の場合,朱雀を巨林地 (現在は消滅)とも
みている｡
福原において､六甲山系を祖山とし､玄武を鍋蓋山､朱雀を兵庫港､蒼龍を諏訪山 ･宇治野山 ･大
倉山､白虎を会下山･丸山とし､さらに､都の守護 ･鉄譲には､丹生山に山王権現を紀り､鬼門には.
北野天満神社を置いたと考える｡
また､十二支 (辰)には､子 ･丑 ･寅 ･卯 ･辰 ･巳 ･午 ･未 ･申･寅 ･戊 ･亥があり､天の赤道に
沿って30度ずつの間隔で12等分している｡これは､木星が約12年で天球を西から東へ1周することか
ら､その遊行に合わせ､逆の東から西に太鼓という架空の星を作り､太歳に各干支を当てはめ､その
位置で年を記録するようになったことから始まった｡十二支を30度ずつの間隔で置いた場合､亥から
丑寅までの角度は75度であるOこの75度という角度は､r漢啓｣｢律暦志下｣にも記されているように､
天空における東宮の合計角度にも相応する (表1).東宮は､四神の龍が守る方位であるO古代中国で
は､龍は天皇大帝の化身とされ､宮殿の建物には龍が多く見受けられる｡また､東宮は北極星を中心
として北斗から南斗の広域を持つ｡北斗と南斗のなす広域に着目して､その位置を推定すると､北西
にある神の山丹生山と､禁裡守護 ･鬼門鉄護として置いたとされる北東の北野天満神社は､対になっ
ている北斗と南斗になぞらえることができる｡丹生山にある丹生神社が南斗であるならば､北野天満
神社は北斗となるOそしてこの両地に置かれた神社が､福原の都の繁栄が永遠に続き､発展すること
を斬って置かれたと考えられるOこの北斗と南斗のうちで､特に重きを置かれたものは､万物を生み
出す光の元でもある ｢天｣を象徴する方角としての西北にある神の山 ｢丹生山｣であったOその意味
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で丹生山からの線が福原京の配置プランを考える上で重要と考える｡また､この線上にある菊水山は.
福原からの見通しがよく､都市プランに際しての測正上､重要なランドマークになったと思われる｡
以上のように､この聖なるラインに､荒田の台地上の中でも最も高い位置に宮室 (内慈)を置き､そ
こから季節の移り変わりと深い関わりを持つ北野天満神社を丑寅の方角へ置いたと思われる｡その荒
田台地上の地点とは.西北ラインと東北ラインの交差する現在の荒田八幡神社 (神戸市兵庫区荒EZl町
3丁目)のある地点である (図4)｡この地点は､清盛の弟である頼盛邸の一部であるが､この蘇盛邸
に平家が崇敬する熊野権現をieっていた｡現在の荒E八幡神社の位置は荒田町のなかでも標高20rnの
高台にある｡
上記のことから､現荒田八時神社の地点を北極星とし,北野天満神社を北斗七星､丹生山を南斗六
星とみなし､新内喪の配置を考えたのではないかと推測する (図5)0
図4新内案推定地図
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表1 二十八宿の広度 (天における赤道上の拡がり)
東宮蒼龍一角宿12 克宿9 氏宿15 房福5 心宿5 尾宿18 発宿11(計75)
北宮玄武一斗宿26 牛宿8 女宿12 虚宿lO 危宿17 窒宿16 壁宿9 (計98)
西宮白虎一室福16 安宿12 胃宿14 EI,宿11 畢宿16 野宿2 参宿9 (計80)
南宮朱雀-井宿33 鬼宿4 柳宿15 星宿7 張宿18 巽待18 珍宿17(計112)
(合計365)
南斗 (丹生山)
北極星
(新内裏)
IL'､ I:~了
oL＼⑳
T@
旦J
北斗 (北野天神)
図5 天空を地上に反映した配置 (東西が逆になる)
北極星-新内案 (現荒田八幡神社卜 北斗-北野天満神社 ･南斗-丹生山 (現丹生神社)
Ⅵ おわりに
1180年6月2El.平清盛は神戸福原に都を移した｡遷都当時､まだ内装は完成しておらず､安徳天
皇は清盛の邸宅の一部を皇居 (旧内装)としていたO同年11月に新内裏が完成し､安徳天皇は五節を
挙行するために渡御している｡この新内薮の位置を当時の思想である陰陽五行思想により考察した｡
清盛は都の守護 ･鎮護のために多くの神社を勧請した｡現存する神社配置により､西北-東南へ伸
びるラインと東北一西南へ伸びるラインの交差地点が新内喪の置かれた地点と考えた｡その地点とは､
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現在の荒田八幡神社の位置である｡荒田八幡神社地点を中心とし､亥方位に位置する丹生山と丑寅方
位に位置する北野天満神社との角皮は75度である15)｡この角度は天空における二十八積の角宿12､完
宿9,氏宿15､房宿5､心宿5､尾福18,箕宿11を合計した東宮蒼龍の角度75度でもある｡東方位は
五行では木であり､色は蒼であるOさらに､角,克､氏､房,心､尾､箕の7福をつなぎ合わせると
龍の形に見えたことから東宮は蒼龍と名付けられた｡古代中国では龍は皇帝の守護神でもあり､化身
であるともされた｡日本の天皇において､俄を象徴とする風習は見えないが､中隣との交流を盛んに
行っていた酒盛には,その観念があったかもしれないO
平安時代は天文占いも盛んに行われ､それによって暦なども作成された｡古代中国思想を導入し､天
空の世界を地上に反映させ､天の支配者は北棲星､地の支配者は天皇であると考えていたoLたがっ
て､筆者は､北棲星を安徳天皇の住まう新内轟､東北に置かれた北野天満神社を北斗､西北における
丹生山を南斗とみなし配置したのではないかと考えた｡
これらのことから､天空における北極星を中心とした北斗 ･南斗の配置と､新内義を中心とした北
野天満神社 ･丹生山の配置がほほ同じであることがわかった｡清盛の所内轟の構想は､天空を地上に
反映した配置であり､地の支配者としての安徳天皇の地位を確立させるものではなかったかと考える｡
注
1)高橋昌明 r平酒盛 福原の夢｣､講談社､2007､85～86頁
歴史資料ネットワーク r平家と福原京の時代｣岩田沓院､2005､｢楠･荒田町遺跡の調査｣岡田章
一､7-21頁
2)｢頼盛の邸宅が､あした (あらた (荒田)の誤写と考えられている)という地にあった｣
源通観El記 r高倉院厳島御幸記]
｢清盛邸は平野の高台にある｡｣藤原忠親日記 r山塊言u ｢(治承4年3月5日粂)
｢本皇居 (清盛邸)は雪御所の北にある｡｣藤原息親日記 r山塊記｣(治東4年11月22E]粂)
｢頼盛邸は清盛邸から約5-600Mのところにある｡｣藤原忠親日記 r山塊記｣(治承3年6月22日
粂)
｢清盛邸から約100Mのところに温泉がある｡｣藤原忠親日紀 r山塊記](治承3年6月22E]粂)な
どの記述から､現在の荒田町の地に轍盛邸があったと推定されている｡
3)r史記 四 (八番)｣｢天官杏｣新釈灘文大系､1973､148-155貢
4)r訓読 綴目本別 今泉忠義訳､1986､497-498貢
5)箸奏 他人に洩れないように密封した文杏によって､天文事象を上奏する｡
6)五節の舞 天皇即位後に行われる大嘗祭の儀式のひとつで､4-5人の舞姫によって舞われる舞｡
大嘗祭の俵式を終えることによって､正式に天皇になったことを意味するため.福原への遷都を
快く思っていない貴族たちに反対され大嘗祭は来年回しとなり,五節のみが行われた｡
(107) 126
神戸稲城における安捻天虫Pr内炎の位艦についての考察 打破 とも子
7)吉野裕子 r吉野裕子全集第9巻j人文沓院､2007,256貢
8)兵庫県神社庁神戸市支部 ｢神戸の神社｣編集委員会/編著 ･小林友博/監修 r神戸の神社J神
戸新聞結合出版センター､200
大山咋神社 - ｢治承年間 (1177-)に平清盛が福原遷都に際し､雪御所鎖護のために､五億大
納言邦網に命じて再建造営させたと伝えられ､古くより日吉山王の社として崇敬されている｡｣91
貢
荒E八幡神社 - ｢当八幡神社は古くは高田神社といい､荒田村字-町田に鉄座し､熊野権現を
面巳っていたからその森を権現の森といったが､のちに､すぐ西にある宝地院境内にあった八柿社
を神仏混清をさけて明治32年2月24E]兵庫県知事の許可を待て､ここへ合配して､荒田八幡神社と
なった｡当地は高倉上皇の ｢厳島御幸記jに記されているように､池の大納言平頼盛 (清盛の弟)
の山荘であって､治承4年 (1180)6月3日の福原京遷都のとき､安徳天皇の行在所となった｡いわ
ゆる今日でいう皇居であるO境内に ｢安徳天皇行在所｣･｢平執盛山荘｣の史碑標石が建っている｡
昭和20年 (1945)3月の神戸大空鍵で消失したが､仮本殿を再建して40年後の昭和60年 (1985)現
在の新社殿が建立されたO｣96頁
七宮神社 - ｢兵庫の津北浜の産土神として､応保3年 (1163)､平酒盛が福原遷都計画と共に､
築島の大工事が無事に竣工した事により､神恩感謝の為､自筆の南無七大明神の神写と金幣を併
せて奉納した.平家一族の崇敬特に厚さ事､r平家物語】｢巻六程島の事｣に記載あり｡｣74頁
9)伸彦三郎 ｢酉摂大観｣中外舎房､1965
10)寺本窮久 r播磨風土記 -その光と陰を追って-｣みるめ杏房､1986､11頁
｢播磨国風土記 逸文 蘭保都比元命 一 播磨の国の風土記にいはく.息長滞日女命｡新羅の国
を平げむと欲して下りまLL時､衆神に轟ぎたまひきOその時､国堅めまLL大神のみ子､爾保
都比売命､国造石坂比売命に著きて､教へたまひしく､｢好く､我がみ前を治め奉らば､我ここに
巻きL&Lを出して､ひひら木の八尋梓根底附かぬ臥量産 の眉引きの臥 玉匝かがやく臥 苫枕宝
ある臥 岩窟 新羅の国を丹波もちて平伏け賜ひなむ｣と､かく教え賜ひて､ここに赤土を出し賜
ひき｡其の土を天の逆樺に塗りて､神舟の鮎 に建て､又.御舟の裳と御軍の着衣とを染め､又､
海水を挽き濁して,渡り賜ふ時､底潜く魚,また高飛ぶ鳥等も往き来ふことなく､み前に速ふる
ことなく､かくして､新羅を平伏けをへて､還り上りましてのち､其の神を紀伊の臥 管川の藤
代の峯に拙め奉りたまひきoJ
ll)八卦 八卦には先天八卦と後天八卦がある｡先天八卦とは､人間が自然界に成り立っているもの
に合わせて生活の中から生み出されたものであり､後天八卦とは､人間が火を使うようになり､物
を作り集団生活をする上で必要な人間形成を造り上げて行くために出来たものである｡
12)r兵庫県史 史料編 古代31兵庫県史編集専門委員会編､1974､590貢(r書記J冶暴四年十一月
二十三日の粂)
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13)白川静 r手続J.1985､平凡社
14)｢r集削 平声東嶺 ｢公合 古作合｣
15)角皮の証明
(彰一(彰の距離の算出
※国土地理院HP[距鞍と方向角の計算]より
(I)丹生山
北緯 34度46分4981秒
東経 135度6分2263秒
距離
(丑 10549183m
@ 5711606m
@ 1922807m
(彰 1835080m
(2)北野天満神社
北緯 34度42分7027秒
東経 135度11分2256秒
② (3) ③
(3) 荒田八幡神社
北緯 34度41分747秒
東経 135度10分702秒
